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衛生環境が整備された 日本では蚊は うるさいとい う程度の存在であるが,発展途上国ではマ

ラリア ・フィラリア病 ・デング熱 ・黄熱 ・各種脳炎の媒介者 として,人 類にとって依然 として

脅威 となっている.

1999年 にニューヨークで蚊によって媒介 されるウエス トナイル熱が突然に発生し,4年 でほ

ぼ全米にウイルスが広がった.米 国での2003年 の患者発生数は9,862名 で,264・ 名が死亡し

ている.米 国における急速なウエス トナイル ウイルスの分布拡大は,こ の感染症が日本に侵入

し,大 規模な流行を起 こす可能 性を予見させ る.日 本での媒介蚊の調査は日本脳炎の流行予測

に関連 して一部の地方で続けられているが,都 市部ではほとんど行われていない.各 地方自治

体の蚊の防除を行っていた組織は解体 され,適 切な媒介蚊対策を行 うことが非常に困難になっ

ている(小 林 ・倉根,2003).2005年9月 にはプエル トリコとロサンゼルスに出張 し帰国後に

発熱と頭痛 を訴えた男性が 日本で初めてのウエス トナイル熱輸入症例 と確認された(小 泉 ら,

2006).

蚊で媒介 され る世界的に重要な感染症 としてデングウイルスによるデング熱がある.デ ング

ウイルス感染がみられ るのは,媒 介する蚊の存在する熱帯 ・亜熱帯地域、特に東南アジア、南

アジア、中南米、カリブ海諸国であるが,ア フリカ,オ ース トラリア,中 国、台湾においても

発生している.全 世界では年間約1億 人がデング熱 を発症 し,約25万 人がデング出血熱を発

症す ると推定されている.現 在,日 本国内での感染はないが,海 外旅行で感染 して国内で発症

す る例があ り,増 加傾向にある.

鹿児島県本土および島嶼 地域でも,日 本脳炎の患者数の減少に伴い,蚊 に対する関心がうす

れ,ほ とんど調査が行われていない.特 に鹿児島県島嶼 部では地球温暖化に伴い,蚊 の発生数

が増加 した り,南方地域の蚊がその分布を拡大 してくることが予想 され,長 期的な蚊の分布調

査が望まれている.










